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本書について

本書では、IBM® Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration

Manager v4.5 をインストールし、これを使用してお客様の環境で IBM 構成データ
を作成および管理する手順について説明します。

規則および用語
本書で使用されている注意書き

以下の注意書きは、重要な情報を強調するために使用されています。

注: これらの特記事項は重要なヒント、ガイダンス、またはアドバイスを提供し
ます。

重要: これらの特記事項は、不都合なまたは困難な状態を避けるために役立つ情報
またはアドバイスを提供します。また、これらの特記事項では、プログラ
ム、デバイス、またはデータへの考えられる損傷を示します。損傷が起こり
うる指示または状態の前には警告通知が表示されます。

サポートされるオペレーティング・システム

IBM Configuration Pack for Microsoft® System Center Configuration Manager では、
以下のオペレーティング・システムがサポートされています。

v Windows Server 2003 SP2/R2

v Windows Server 2003 SP2/R2 x64

v Windows Server 2008 SP1/SP2

v Windows Server 2008 SP1/SP2 x64

v Windows Server 2008 R2 SP1

v Windows Server 2012

サポートされる Microsoft System Center 製品

IBM Configuration Pack for Microsoft® System Center Configuration Manager では、
以下の Microsoft System Center 製品がサポートされています。

v Microsoft System Center Configuration Manager 2007 R2/R3

v Microsoft System Center Configuration Manager 2007 SP2

v Microsoft System Center Configuration Manager 2012

v Microsoft System Center Configuration Manager 2012 SP1

© Copyright IBM Corp. 2013 ix



本書で使用されている用語

次のリストは、本書で使用されているいくつかの用語、頭字語、および省略語を説
明したものです。

構成項目
構成項目

ASU IBM Advanced Settings Utility

SCCM Microsoft System Center Configuration Manager

DCM Desired Configuration Management

IBM システム構成設定
1 つの IBM 構成設定は IMM/uEFI の 1 つのプロパティーとその予期値を
定義しており、そのプロパティーが予期値に準拠していない場合はエラーを
返します。

IBM システム構成設定コレクション
1 つ以上の IBM システム構成設定を含む設定コレクション。このリリース
では、1 つのコレクションは IMM または uEFI のファームウェア・タイプ
を備えています。

IBM システム構成項目
他の IBM 設定コレクションから構成されている 1 つの構成項目。

IBM System Configuration Description
IBM 構成設定/構成項目情報を含んでいる XML ファイル。

DCM 構成項目
Desired Configuration Management システムの基本的な構造単位を指しま
す。

DCM 構成設定
他の 構成設定から構成されている 1 つの構成設定。それぞれの構成設定で
評価条件と重大度を定義できます。

DCM Configuration Baseline
他の構成項目から構成されている 1 つのConfiguration Baseline。基準は、
SCCM クライアント・コレクションに割り当てることができます。それら
の基準をエンドポイントで評価できます。

IBM Configuration Pack
IBM Configuration Pack は 1 つの .cab ファイルであり、構成項目とベース
ラインを含んでいます。 IBM Configuration Pack を DCM サーバーにイン
ポートすることにより、構成項目とベースラインをインポートすることがで
きます。

ダイジェスト・スキーマ
DCM では、Desired Configuration Management ダイジェスト定義 (XSD) は
Desired Configuration Management 文書 (構成項目) (つまり、要素に課され
ている制約、表示できる属性、それら属性の相互の関係、および属性に含め
ることができるデータ型) を定義しています。IBM Configuration Pack XML

ファイルは、DCM サーバーにインポートできるダイジェスト・スキーマの
標準に沿っている必要があります。

x System x IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 ユーザーズ・ガイド



IBM 構成データ
IBM システム構成項目構成項目、IBM システム設定コレクション、および
IBM システム設定はまとめて IBM 構成データと呼ばれます。

IBM Configuration Pack Editor
IBM 構成項目および設定コレクションを作成し、IBM 構成データをIBM

Configuration Pack/構成記述にエクスポートできるエディター。

IBM Configuration Capture
このツールは IBM サーバーから IMM/UEFI/UEFI (Romley プラットフォー
ム) 設定値をキャプチャーし、キャプチャーした設定値を Configuration

Description にエクスポートすることができます。

本書について xi
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情報リソース

IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 の
追加情報は、WWW 上で入手することができます。

PDF ファイル
PDF 形式で提供されている資料を表示および印刷します。

Adobe Acrobat Reader のダウンロード

PDF ファイルを表示または印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要です。コピ
ーを Adobe Reader Web サイトからダウンロードすることができます。

PDF ファイルの表示と印刷

Microsoft Systems Management Solutions for IBM Servers Web サイトにある PDF

ファイルは、すべて個別に表示または印刷が可能です。資料ごとの製品ページを見
つけるには、用意されているリンクをクリックしてください。

World Wide Web リソース
以下の Web ページでは、IBM System x、BladeCenter® ブレード・サーバー、およ
びシステム管理ツールの理解、使用、およびトラブルシューティングに役立つリソ
ースが掲載されています。

IBM System x Integration Offerings for Microsoft Systems Management Solutions

ここでは、IBM Configuration Pack for Microsoft System Center

Configuration Manager v4.5 の最新のダウンロードを見つけることができま
す。

IBM Systems: Technical support site

IBM ハードウェアおよびシステム管理ソフトウェアのサポートを見つけま
す。

IBM ServerProven® ページ

System x ServerProven ページ

BladeCenter ServerProven ページ

IBM System x、 IBM BladeCenter、および IBM IBM IntelliStation® ハード
ウェアとのハードウェア互換性に関する情報を取得します。

Microsoft TechNet: System Center Configuration Manager ページ
System Center Configuration Manager のサポートを見つけます。

© Copyright IBM Corp. 2013 xiii
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第 1 章 IBM Configuration Pack for Microsoft(tm) System
Center Configuration Manager の概要

バージョン v4.5 の新機能
試用ライセンスのサポート

この製品を最初にインストールしたときに製品ライセンスがアクティブにさ
れていない場合、試用ライセンスが自動的にアクティブにされます。システ
ム時刻が正しいことを確認してください。試用ライセンスがアクティブにさ
れた後、試用期間は 90 日間です。試用期間中は、プレミアム・フィーチャ
ーが使用可能です。試用期間の最後の 5 日間には、有効期限を知らせる通
知が表示されます。この通知は、24 時間ごとに表示されます。試用ライセ
ンスの有効期限が切れると、製品ライセンスをアクティブにする必要があり
ます。そうしないと、プレミアム・フィーチャーは使用不可になります。製
品ライセンスは、以下の場所で見つけることができます。

IBM Upward Integration for MSSC

フリー (無料) フィーチャー
このリリースには、以下の機能が含まれています。

IMM/UEFI/UEFI (Romley プラットフォーム) 設定値のキャプチャー
IBM Configuration Capture は IBM サーバーから IMM/UEFI/UEFI

(Romley プラットフォーム) 設定値をキャプチャーし、キャプチャ
ーした設定値を IBM System Configuration Description ファイルに
エクスポートすることができます。エクスポートされた
Configuration Description ファイルを、いずれか 1 つの IBM

Configuration Pack Editor にインポートすることができます。

プレミアム・フィーチャー
以下のフィーチャーは有料の機能であり、有効な製品ライセンス v4.0 以上
を使用して有効にすることができます。

SCCM コンソールへの IBM System 構成項目のエクスポート:
構成項目を SCCM コンソールにインポートし、それらを SCCM ク
ライアント・コレクションに割り当てる機能。

以下のフィーチャーは有料の機能であり、有効な製品ライセンス v3.0 以上
を使用して有効にすることができます。

IBM システム構成データの作成:
IBM システム構成データは、IBM 構成項目、IBM Configuration 設
定コレクション、および IBM 構成設定から構成されています。こ
のリリースでは、IBM システム構成データのスコープは IMM/uEFI

設定値です。

IMM/uEFI の共通設定値のサポート:
IBM Configuration Pack Editor は、IBM システム構成設定の作成に
役立つ IMM/uEFI のいくつかの共通設定値をサポートしています。
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IBM システム構成データの IBM Configuration Pack へのエクスポート:
IBM Configuration Pack は、構成項目と設定コレクションを .cab フ
ァイルの中に含んでおり、DCM 標準に準拠しています。この IBM

Configuration Pack を DCM サーバーにインポートすることができ
ます。

IBM システム構成データの構成の説明へのエクスポート:
構成の説明は構成データを記述した XML ファイルです。ユーザー
は構成データを共有および編集することができます。IBM 構成デー
タを構成の説明にエクスポートしたり、構成の説明を IBM

Configuration Pack Editor にインポートしたりすることができます。

IBM System 構成の説明のインポート:
ユーザーは構成の説明を一度にインポートしたり、複数の IBM 構
成項目/設定コレクションを含むことが可能な構成の説明にインポー
トしたりすることができます。

IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration
Manager v4.5 による IBM システムのサポート

IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 に
は、IMM/uEFI の有無を検査するための設定値が用意されています。エンドポイン
トで検証する設定値を作成するには、IBM Configuration Pack Editor を使用しま
す。

これらの IBM 構成データは、IBM Configuration Pack Editor によって、SCCM

DCM にインポートできる Configuration Pack (.cab) ファイルにエクスポートするこ
とができます。管理者は、それらの構成データを SCCM で特定のコレクションに割
り当てることができます。これらの構成データには、ASU.exe ツールを起動してエ
ンドポイントの準拠性を検証する VBScript が含まれています。

Advanced Settings Utility (ASU)
IBM Advanced Settings Utility (ASU) を使用して、DOS、Linux、Solaris、Windows

(WinPE を含む) などの複数のオペレーティング・システム・プラットフォームでコ
マンド行からファームウェアの設定を変更できます。このユーティリティーは、
BIOS コード、リモート管理アダプター・ファームウェア、リモート管理アダプター
II ファームウェア、ベースボード管理コントローラー・ファームウェア、IMM など
をサポートしています。

注: IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5

は ASU v3.60 以上をエンドポイントで使用します (http://www-947.ibm.com/support/

entry/portal/docdisplay?lndocid=TOOL-ASU)。 IBM 構成データには ASU.exe が含ま
れていないため、次に示すエンドポイント上の特定の場所に ASU.exe をコピーして
ください。

ASU.exe (32 ビット OS 用) または ASU64.exe (64 ビット OS 用) をシステム・デ
ィレクトリーの IBM_Support¥ASU¥ フォルダーの下にコピーします。例えば、
C:¥IBM_Support¥ASU¥asu.exe、C:¥IBM_Support¥ASU¥asu64.exe のように指定しま
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す。 ASU.exe の場所はレジストリーに記録されています。これは、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥(Wow6432Node)¥IBM¥ASU¥ の下にあるストリング・キ
ー「Location」です。

また、IBM Configuration Pack Editor で ASU.exe の絶対パスを入力することもでき
ます。
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第 2 章 IBM Configuration Pack v4.5 のインストール

手順
1. IBM Configuration Pack v4.5 インストーラー (.exe ファイル) をダブルクリック
します。IBM Configuration Pack のウェルカム・ページが表示されます。

2. 「次へ」をクリックして「ご使用条件」ページに進みます。

図 1. インストール・ウィザードのウェルカム・ページ

図 2. インストール・ウィザードのご使用条件
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3. 「使用条件の条項に同意します」を選択して使用条件に同意します。

4. 「次へ」をクリックします。 製品ライセンスがアクティブにされていない場
合、「試用バージョン」ページが表示されます。それ以外の場合は、「宛先フォ
ルダー」ページが表示されます。

5. 「試用バージョン」ページで、「IBM に問い合わせる」をクリックして有効な
製品ライセンスを入手することができます。「宛先フォルダー」ページに進むに
は、「次へ」をクリックします。

6. 「宛先フォルダー」ページで「変更...」をクリックすると、IBM Configuration

Pack をインストールするディレクトリーを変更することができます。

図 3. 「試用バージョン」ページ

図 4. 「宛先フォルダー」ページ
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7. 「次へ」をクリックして「プログラムをインストールする準備ができました
(Ready to Install the Program)」ページに進みます。

8. 「インストール」をクリックしてインストール・プロセスを開始します。インス
トール中にエラーが発生した場合は通知が表示されます。

9. 「終了」をクリックしてインストールを完了します。

図 5. 「プログラムをインストールする準備ができました (Ready to Install the Program)」ページ

図 6. インストール状況ページ
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IBM Configuration Pack v4.5 のアンインストール
IBM Configuration Pack v4.5 をアンインストールするには、以下の 3 つの方法があ
ります。

v 「プログラムの追加と削除」からアンインストールするか、オペレーティング・
システムが Microsoft Windows Server 2008 の場合は、「プログラムと機能」か
らアンインストールする。

v IBM Configuration Pack v4.5 インストーラー (.exe ファイル) を実行し、「削
除」オプションを選択する。

v IBM Upward Integrated Installer を使用する (詳しくは、IBM Upward Integrated

Installer ユーザーズ・ガイドを参照)。

注: 構成データを作成してある場合は、アンインストール・プロセスで構成データ
のフォルダーを削除するかどうかの通知を受けます。

図 7. インストール完了ページ
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第 3 章 IBM Configuration Pack および Microsoft System
Center Configuration Manager の操作

IBM Configuration Pack v4.5 を使用すると、簡単に IBM 構成データを作成して
IBM Configuration Pack にエクスポートすることができます。

簡単な説明

IBM Configuration Pack for SCCM v4.5 を使用すると、SCCM DCM サーバーにイ
ンポートできる IBM 構成データを簡単に作成できます。SCCM DCM サーバーは
IBM 構成データをクライアントに割り当て、クライアントが標準に達しているかど
うかを評価します。

以下の手順は、IBM Configuration Pack と SCCM DCM の使用方法に関する簡単な
説明です。

1. 評価する IBM 構成データを作成します。構成データは、以下のいずれかの方法
で作成できます。

v IBM Configuration Pack Editor で IBM 構成データを作成できます。詳しく
は、 11ページの『設定コレクションの作成』、および 25ページの『構成項
目の作成』を参照してください。

v IMM/UEFI/UEFI (Romley プラットフォーム) モジュールを備えた IBM サー
バーから、IBM 構成データをキャプチャーすることができます。詳しくは、
97ページの『IBM Configuration Capture の実行』を参照してください。

2. 作成した IBM 構成データを SCCM DCM サーバーにエクスポートします。詳
しくは、 44ページの『構成項目を IBM Configuration Pack .cab ファイルにエク
スポート』、および 51ページの『DCM への構成データのインポート』を参照
してください。

3. IBM 構成データを SCCM クライアントに割り当て、評価します。詳しくは、
66ページの『コレクションへの基準の割り当て』、および 68ページの『エンド
ポイントの基準の評価』を参照してください。
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IBM Configuration Pack Editor の実行
「スタート」メニューから IBM Configuration Pack Editor のショートカットをクリ
ックして、IBM Configuration Pack Editor を起動することができます。

試用ライセンスの有効期限が切れて、ライセンス資格が IBM System Configuration

Server でアクティブにされていない場合、IBM Configuration Pack Editor は、ライ
センス資格をアクティブにするよう求めるメッセージ・ボックスを表示します。

IBM Configuration Pack Editor は、次のウィンドウを表示します。

ウィンドウの左側のナビゲーション・ペインには、以下の項目が含まれています。

v Home ツリー

v 設定コレクション・ツリー

v 構成項目ツリー

図 8. 「ライセンスがありません」ダイアログ・ボックス

図 9. IBM Configuration Pack Editor のメイン・ウィンドウ
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Home ツリー
このホーム・ページには、IBM Configuration Pack Editor の使用を開始する際の手
引きとなる次の 3 つの連続した領域が示されています。

v 設定コレクション List

v Configuration Items

v Export to IBM Configuration Pack

「設定コレクション」リスト・ボックス
このボックスには 2 つのリンクが含まれています。「設定コレクションの作成」と
「設定コレクションの表示」です。

v 「設定コレクションの作成」リンクをクリックすると、IMM/uEFI 設定コレクシ
ョンの作成を支援するウィザードが表示されます。

v 「設定コレクションの表示」リンクをクリックすると、設定コレクション・ツリ
ー項目が表示されます。この項目を使用して、既存の設定コレクションを表示で
きます。

設定コレクションの作成
手順
1. 設定コレクションの名前と説明を入力し、「Next」をクリックします。

注: 「Name」テキスト・ボックスには入力が必須ですが、説明はオプションで
す。

図 10. 「General Information」ウィンドウ
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2. 新しい設定コレクションの設定値の型を選択します。このバージョンは、スコー
プ IMM、uEFI、および uEFI (Romley プラットフォーム) をサポートしていま
す。

注: 設定値の型は、作成後に変更することはできません。

3. 「次へ (Next)」をクリックします。「Property Thresholds」ページが表示されま
す。

図 11. 「設定コレクション Information」ウィンドウ
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4. 「Add」をクリックして新しいプロパティーしきい値を追加します。「Setting

Editor」ウィンドウが表示されます。

図 12. 「Property Thresholds」ページ
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5. 以下のフィールドに入力します。

v プロパティー名: 特定の IMM、UEFI、または UEFI (Romley プラットフォー
ム) 設定値を (前に「コレクション情報の選択 (Selecting Collection

Information)」ウィンドウで選択した「設定タイプ」に応じて) 選択します。

v Comparator: ドロップダウン・リストの各プロパティー名には、
String、Integer、Version、および Data Time などの戻りの型が関連付けられて
おり、これにドロップダウン・メニューから次のような比較演算子を選択する
必要があります。

図 13. 「Setting Editor」ウィンドウ
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表 1. 戻りの型別の比較演算子

戻りの型 コンパレーター 説明

String 等しい 評価プロパティーが Expected

Value に等しい場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

等しくない 評価プロパティーが Expected

Value に等しくない場合、そ
のプロパティーはエンドポイ
ントで準拠しています。そう
でない場合、そのプロパティ
ーは準拠していません。

含む 評価プロパティーが Expected

Value を包含している場合、
そのプロパティーはエンドポ
イントで準拠しています。そ
うでない場合、そのプロパテ
ィーは準拠していません。

いずれか 評価プロパティーが Expected

Value の 1 つである場合、
そのプロパティーはエンドポ
イントで準拠しています。そ
うでない場合、そのプロパテ
ィーは準拠していません。

第 3 章 IBM Configuration Pack および Microsoft System Center Configuration Manager の操作 15



表 1. 戻りの型別の比較演算子 (続き)

戻りの型 コンパレーター 説明

Integer 等しい 評価プロパティーが Expected

Value に等しい場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

等しくない 評価プロパティーが Expected

Value に等しくない場合、そ
のプロパティーはエンドポイ
ントで準拠しています。そう
でない場合、そのプロパティ
ーは準拠していません。

小 評価プロパティーが Expected

Value より小さい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以下 評価プロパティーが「予測
値」以下である場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

より大 評価プロパティーが Expected

Value より大きい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以上 評価プロパティーが Expected

Value 以上である場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。
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表 1. 戻りの型別の比較演算子 (続き)

戻りの型 コンパレーター 説明

Version 等しい 評価プロパティーが Expected

Value に等しい場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

等しくない 評価プロパティーが Expected

Value に等しくない場合、そ
のプロパティーはエンドポイ
ントで準拠しています。そう
でない場合、そのプロパティ
ーは準拠していません。

小 評価プロパティーが Expected

Value より小さい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以下 評価プロパティーが「予測
値」以下である場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

より大 評価プロパティーが Expected

Value より大きい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以上 評価プロパティーが Expected

Value 以上である場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。
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表 1. 戻りの型別の比較演算子 (続き)

戻りの型 コンパレーター 説明

Data Time 等しい 評価プロパティーが Expected

Value に等しい場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

等しくない 評価プロパティーが Expected

Value に等しくない場合、そ
のプロパティーはエンドポイ
ントで準拠しています。そう
でない場合、そのプロパティ
ーは準拠していません。

小 評価プロパティーが Expected

Value より小さい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以下 評価プロパティーが「予測
値」以下である場合、そのプ
ロパティーはエンドポイント
で準拠しています。そうでな
い場合、そのプロパティーは
準拠していません。

より大 評価プロパティーが Expected

Value より大きい場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

以上 評価プロパティーが Expected

Value 以上である場合、その
プロパティーはエンドポイン
トで準拠しています。そうで
ない場合、そのプロパティー
は準拠していません。

v Severity: Information、Warning、Error の 3 つのレベルのいずれかを選択しま
す。Setting がエンドポイントの予期値に準拠していない場合、その Setting は
選択された重大度を返します。

設定値を設定すると、Selection Summary で対応するプロパティー、値、比較演
算子、および重大度が自動的に入力されます。

注: プロパティー・サポート・リストに存在しないプロパティーを入力できます
が、IBM Configuration Pack Editor はそのプロパティーを String 型と想定する
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ため、Comparator には、「Equals」、「Not Equals」、「Contains」、および
「One Of」だけがリストされます。その場合でも、プロパティーの予期値を入力
する必要があります。

さらに、設定コレクションに重複する設定値を指定できます。

6. 新しいプロパティーしきい値の追加が完了したら、「Apply」をクリックしま
す。

7. 設定値を変更するには、設定値を選択して「Modify」をクリックするか、単にそ
の行項目をダブルクリックします。設定値を削除するには、1 つ以上の行項目を
選択して「Remove」をクリックします。

図 14. 「Property Thresholds」ウィンドウとリスト項目
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設定コレクションの表示

このタスクについて

「設定コレクションの表示」をクリックした後、右ペインに「設定コレクション・
リスト (Setting Collection List)」が表示されます。

手順
v 新しい設定コレクションを作成するには、設定コレクション・ツリー項目を右ク
リックするか、「新規設定コレクション」をクリックします。

v 設定コレクションを削除するには、リスト内の 1 つ以上の項目を選択して、「削
除」をクリックするか Delete キーを押します。

v 設定コレクションを選択すると、その編集やプロパティーの表示を行うことがで
きます。

図 15. 「設定コレクション・リスト (Setting Collection List)」ウィンドウ
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設定コレクションの編集:
このタスクについて

設定コレクションを編集するには、次のようにします。

手順

1. 「General」タブで「Modify」をクリックします。「General Information」ウィン
ドウが表示されます。

図 16. 設定コレクションのプロパティー
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2. この設定コレクション の「Name」フィールドおよび「Description」フィールド
を編集します。ただし、このコレクションの設定値の型は、作成後に変更するこ
とはできません。

3. 「Property Thresholds」タブをクリックします。選択した設定コレクションの既
存のプロパティーしきい値のリストがグリッドに表示されます。

図 17. 「General Information」ウィンドウ
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4. 以下のボタンをクリックします。

v プロパティーしきい値に設定値を追加するには「Add」。

v 選択したプロパティーしきい値を編集するには「Modify」。

v 選択したプロパティーしきい値を削除するには「Remove」。

注: 設定コレクションが他の構成項目で使用されている場合は、削除するとそれ
らの構成項目からも削除されます。

設定コレクションの複製:
このタスクについて

設定コレクションを複製するには、設定コレクション・リスト・ビューまたは設定
コレクション・ツリー・ビューで任意の設定コレクションを右クリックします。

図 18. 「Property Thresholds」タブ
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「Duplication Dialog」が表示されます。

複製の設定コレクションの名前は、既存の設定コレクションと同じ名前でもかまい
ません。しかし、複製の設定コレクションには異なる名前を使用することをお勧め
します。

注: 他の構成項目で使用されている設定コレクションを複製しても、作成された新
しい複製の設定コレクションは、それらの構成項目から参照されません。

図 19. 複製機能

図 20. 「複製」ダイアログ
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「構成項目」リスト・ボックス
「構成項目」ボックスは、以下のリンク・ボタンで構成されています。

v 「Create configuration item」リンク

v 「View configuration item」リンク

構成項目の作成
手順
1. 「構成項目の作成」をクリックします。ウィザードが表示され、構成項目の作
成の手順を案内します。

2. 構成項目の名前と説明を入力します。

注: 「Name」フィールドには入力が必須ですが、「Description」フィールドは
オプションです。

図 21. 「General Information」ウィンドウ
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3. 「次へ (Next)」をクリックします。「IMM Information」ウィンドウが表示され
ます。

4. ターゲット・サーバーの IMM の UserID と Password を入力します。

注: ターゲット IMM でデフォルト・アカウントが使用されている場合、ユー
ザー ID とパスワードは必須ではありません。IBM Configuration Pack Editor

はユーザー ID とパスワードが正しいかどうかをチェックしません。

5. 「Specify the location of the asu.exe file on endpoint」というラベルが付いた
フィールドに、ターゲット・サーバー上の asu.exe への絶対パスを入力しま
す。asu.exe を起動して設定値を検出するために、このパスがコレクションの設
定値に使用されます。正しいパスを入力しなかった場合でも、このダイアロ
グ・ボックスでの指定に従って、asu.exe の検出が試みられます。

図 22. 「IMM Information」ウィンドウ
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6. 「次へ (Next)」をクリックします。「構成項目」ウィンドウが表示されます。

図 23. Asu.exe 検出通知

図 24. 「設定コレクションの追加」ウィンドウ
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7. 「追加」ボタンを使用して、既存の設定コレクションを構成項目に追加しま
す。「Add Setting Collections」ウィンドウが表示されます。

8. 構成項目に追加する設定コレクションに対応するチェック・ボックスを選択
し、「OK」をクリックします。

注: 1 つの設定コレクションを複数の構成項目の中で使用できます。

図 25. 「設定コレクション」選択ウィンドウ
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9. 設定コレクションを構成項目から削除するには、リスト・ビューで 1 つ以上の
設定コレクションを選択し、「削除」をクリックします。

注: 「削除」をクリックすると、選択した設定コレクションが現行構成項目か
ら削除されますが、このリスト・ビューから設定コレクションが削除されるわ
けではありません。

10. 「完了」をクリックします。

構成項目の表示
手順
1. 「構成項目の表示」をクリックします。「構成項目」ウィンドウが表示されま
す。

図 26. 「設定コレクションの追加」ウィンドウとリスト項目
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2. 新しい構成項目を作成するには、「設定コレクション」ツリー項目を右クリック
するか、「新しい構成項目」をクリックします。

構成項目を削除するには、リスト内の 1 つ以上の項目を選択して、「削除」を
クリックします。

構成項目を選択すると、その編集やプロパティーの表示を行うことができます。

図 27. 「構成項目」ウィンドウ
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構成項目の編集
このタスクについて

構成項目を編集するには、次のようにします。

手順
1. 「General」タブで「Modify」をクリックします。「General Information」ウィン
ドウが表示されます。

図 28. 構成項目のプロパティー
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2. この構成項目の「名前」フィールドおよび「説明」フィールドを編集します。

3. 「IMM Account」タブをクリックします。

図 29. 構成項目:「一般情報」ウィンドウ

図 30. 「IMM Account」タブ
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4. 「Modify」をクリックして、ターゲット・サーバーの IMM の UserID と
Password を入力します。

注: IBM Configuration Pack Editor はユーザー ID とパスワードが正しいかどう
かをチェックしません。エラーをなくすために、デフォルト・アカウントを使用
することをお勧めします。

5. 「Specify the location of the asu.exe file on endpoint」というラベルが付いたフ
ィールドに、ターゲット・サーバー上の asu.exe への絶対パスを入力します。
asu.exe を起動して設定値を検出するために、このパスがコレクションの設定値
に使用されます。正しいパスを入力しなかった場合でも、このダイアログ・ボッ
クスでの指定に従って、asu.exe の検出が試みられます。

6. 「設定コレクション」タブをクリックします。

図 31. Asu.exe 検出通知ダイアログ
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7. 「追加」ボタンを使用して、既存の設定コレクションを構成項目に追加します。
「設定コレクションの追加」ウィンドウが表示されます。

図 32. 「設定コレクション」タブ
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8. 構成項目に追加する設定コレクションに対応するチェック・ボックスを選択し、
「OK」をクリックします。

注: 1 つの設定コレクションを複数の構成項目の中で使用できます。

9. 設定コレクションを構成項目から削除するには、リスト・ビューで 1 つ以上の
設定コレクションを選択し、「削除」をクリックします。

注: 「削除」をクリックすると、選択した設定コレクションが現行構成項目から
削除されますが、設定コレクションが他の構成項目から削除されるわけではあり
ません。

図 33. 「設定コレクションの追加」選択ウィンドウ
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構成項目の複製
このタスクについて

構成項目を複製するために、構成項目リスト・ビューまたは構成項目ツリー・ビュ
ーで任意の構成項目を右クリックすることができます。

「Duplication Dialog」が表示されます。

複製の構成項目の名前は、既存の構成項目と同じ名前でもかまいません。しかし、
複製の構成項目には異なる名前を使用することをお勧めします。

注: 構成項目を複製後、新しい複製の構成項目は、ソース構成項目の同じ設定コレ
クションを参照します。

図 34. 構成項目の「複製」機能

図 35. 構成項目の「複製ダイアログ (Duplication Dialog)」
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構成項目の削除
このタスクについて

構成項目を削除するには、リスト・ビューで構成項目を選択し、「Delete」をクリッ
クするか、選択した構成項目を右クリックして「Delete」を選択します。

注: 削除した構成項目の子の設定コレクションは削除されません。

構成の説明 ファイルへの構成データのエクスポート
このタスクについて

構成項目とその子の設定コレクションを構成の説明ファイル (.xml) にエクスポート
できます。これにより、管理者は構成データを共有および作成することができま
す。

手順
1. プルダウン・メニューから「Export」->「To Configuration File」を選択しま
す。

「構成の説明 (.xml) にエクスポート」ウィンドウが表示されます。

図 36. 「Export」->「To Configuration File」メニュー項目
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2. エクスポートする構成項目に対応するチェック・ボックスを選択します。選択し
た構成項目の子の設定コレクションも、自動的にエクスポートされます。

3. 「Continue」をクリックします。ファイル・ナビゲーション・ウィンドウが表示
されます。

図 37. 「構成の説明 (.xml) にエクスポート」ウィンドウ
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4. 構成の説明 .xml ファイルの名前を入力して「OK」をクリックします。

5. エクスポートが成功したことを示すダイアログ・ボックスが表示されます。
「OK」をクリックします。

図 38. 「構成の説明にエクスポート」のファイル・ナビゲーション・ウィンドウ
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構成の説明 xml ファイルのインポート
手順
1. プルダウン・メニューから「Import」->「Configuration File」を選択します。

図 39. エクスポートが成功したことを示すダイアログ・ボックス
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ファイル・ナビゲーション・ウィンドウが表示されます。

図 40. 「Import」->「Configuration File」メニュー項目
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2. インポートする構成の説明 xml ファイルを選択して、「OK」をクリックしま
す。

図 41. 「Import a Configuration XML file」ナビゲーション・ウィンドウ

図 42. 設定コレクション の「Confirm Replace」ウィンドウ
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IBM Configuration Pack Editor では、すべての設定コレクションと構成項目が固
有 ID を持っています。名前が異なっていても同じ ID が使用されていると、
Editor は既存の構成データを置換するかどうかを確認するダイアログ・ボックス
を表示します。

注: 既存の設定コレクションと同じ ID を持つ設定コレクションを構成項目にイ
ンポートした場合、インポートされた設定コレクションによって既存の設定コレ
クションが置き換えられます。構成項目はインポートされた設定コレクションを
参照するようになります。ただし、その内容が以前の設定コレクションの内容と
同じであるかどうかは考慮されません。

ライセンス検証状況の検査
手順
1. プルダウン・メニューから「Help」->「License」を選択します。

2. 「License Entitlement」ウィンドウが表示されます。完了したら、「OK」をクリ
ックしてウィンドウを終了します。

図 43. 「Help」->「License」メニュー項目
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「IBM Configuration Pack」リスト・ボックスにエクスポート
「IBM Configuration Pack にエクスポート (Export to IBM Configuration Pack)」ボ
ックスは、「構成項目を IBM Configuration Pack Cab ファイルにエクスポート
(Export configuration item to IBM Configuration Pack Cab File)」リンクから構成さ
れています。

「構成項目を IBM Configuration Pack Cab ファイルにエクスポート (Export

configuration item to IBM Configuration Pack Cab File)」機能を使用すると、複数の
構成項目とそれらの子の設定コレクションを .cab ファイルにエクスポートできま
す。 .cab ファイルには IBM Configuration Pack という名前が付いており、このフ
ァイルは SCCM サーバーにインポートすることができます。

構成項目を IBM Configuration Pack .cab ファイルにエクスポ
ート

手順
1. IBM Configuration Pack Editor のメイン・ウィンドウで、「構成項目を SCCM

2007/2012 用の構成にエクスポート (Export configuration item to Configuration
for SCCM 2007/2012)」をクリックします。「Export to IBM Configuration Pack

(.cab)」ウィンドウが表示されます。

図 44. 「License Entitlement」ウィンドウ
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2. エクスポートする構成項目に対応するチェック・ボックスを選択します。

注: 構成項目のバージョンは、直接変更できない内部変数です。 SCCM DCM

は、このバージョン変数を使用して、構成項目のアップグレードが必要かどうか
を評価します。

Configuration Manager で構成データを更新すると、旧バージョンは上書きされ、
クライアントは常に最新バージョンを使用して評価するようになります。

構成項目のバージョンを管理する方法について詳しくは、次の Web リンクを参
照してください。http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb632925.aspx

3. 「Continue」をクリックします。「Export to IBM Configuration Pack」ファイ
ル・ナビゲーション・ウィンドウが表示されます。

図 45. 「SCCM 2007 用の IBM Configuration Pack にエクスポート (Export to IBM Configuration Pack for SCCM
2007)」ウィンドウ
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図 46. 「Export to IBM Configuration Pack」ウィンドウ

図 47. 「IBM Configuration Pack SCCM 2012 にエクスポート (Export IBM Configuration Pack SCCM 2012)」ウィンド
ウ
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4. .cab ファイルの名前を入力して「OK」をクリックします。

エクスポートが成功したことを示すダイアログが表示されます。

構成項目を SCCM コンソールにエクスポート
手順
1. IBM Configuration Pack Editor のメイン・ウィンドウで、「SCCM コンソール
にエクスポート」をクリックします。「構成項目を SCCM コンソールにエクス
ポート (Export configuration items to SCCM Console)」ウィンドウが表示されま
す。

図 48. エクスポートが成功したことを示すダイアログ・ボックス
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2. エクスポートする構成項目に対応するチェック・ボックスを選択します。

3. 「次へ (Next)」をクリックします。「SCCM コンソール位置情報」ウィンドウ
が表示されます。

図 49. 「構成項目を SCCM コンソールにエクスポート (Export configuration items to SCCM Console)」ウィンドウ
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4. SCCM コンソールがリモート・マシン上にある場合は、マシン名、ユーザー名、
およびパスワードを入力します。

5. 「次へ (Next)」をクリックします。「構成項目情報」ウィンドウが表示されま
す。

図 50. 「SCCM コンソール位置情報」ウィンドウ
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6. 構成項目の対応する SCCM コンソール・タイプを選択します。構成項目の接頭
部名を追加できます。

7. 「エクスポート」をクリックします。エクスポートが成功したことを示すダイア
ログが表示されます。

図 51. 「構成項目情報」ウィンドウ
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IBM Configuration Pack を SCCM 2007 コンソールに適用

DCM への構成データのインポート
手順
1. SCCM コンソールを開き、「Desired Configuration Management」を展開します。
構成ベースラインまたは構成項目を右クリックし、「構成データのインポート」
を選択します。

図 52. エクスポートが成功したことを示すダイアログ・ボックス
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2. 「追加」をクリックして、エクスポートされた IBM Configuration Pack .cab フ
ァイルを選択します。

図 53. 構成のインポート・ウィンドウの機能
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3. 「IBM Configuration Pack」を選択し、「開く」をクリックしてインポートしま
す。

図 54. エクスポートされた IBM Configuration Pack .cab ファイルの追加
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4. 「Authenticode 署名の確認をスキップしますか?」ダイアログが表示されます。
「はい」をクリックして署名のチェックをスキップします。

図 55. エクスポートされた .cab ファイルの選択
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5. 「次へ」をクリックして IBM Configuration Pack .cab ファイルをインポートし
ます。

図 56. 「Authenticode 署名の確認をスキップしますか?」ダイアログ・ボックス
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6. 構成項目が IBM Configuration Pack ツリーに表示されます。 「次へ (Next)」を
クリックします。

図 57. 選択した .cab ファイルのインポート
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7. ウィザードのウィンドウに、構成データが正常にインポートされたことを示すメ
ッセージが表示されます。「閉じる」をクリックして、このウィザードを終了し
ます。

図 58. インポートされた構成項目
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8. 構成項目のノードを右クリックして、「最新の情報に更新」を選択します。イン
ポートした構成項目がウィンドウに表示されます。

図 59. 正常終了のウィンドウ
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注: インポートされた構成項目は「ロック」状況にある場合があります。このロ
ック状況は、以下の理由によるものです。

v 構成データが読み取り専用である。

v 構成データが SCCM コンソール管理者によって作成されたものではない。

構成項目のプロパティーの表示
手順
1. 構成項目をダブルクリックすると、そのプロパティーのダイアログが表示されま
す。「設定」タブの下で、IBM 設定コレクションは「設定」グループの下にあ
ります。

設定値の 1 つを任意に選択して、設定値の検証を表示できます。

図 60. 構成項目がインポートされた SCCM
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2. 「検出方法」タブで、IBM Configuration Pack Editor は構成項目ごとに検出方法
を定義しています。この検出方法によって、エンドポイントに asu.exe が存在す
るかどうかがチェックされます。存在しない場合、その構成項目は「Not

Detected」状態を返し、子の Settings Group の検証は続行されなくなります。

図 61. 「設定」タブ
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基準の作成
このタスクについて

エンドポイントで検証するすべての構成項目が入っている基準を作成する必要があ
ります。

注: 構成項目を基準のないエンドポイントに割り当てることはできません。

手順
1. SCCM コンソールで「Desired Configuration Management」ノードを展開します。

図 62. 「検出方法」タブ
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2. 構成ベースラインを右クリックし、「新しいConfiguration Baseline」を選択しま
す。

「Configuration Baselineの作成ウィザード」が表示されます。

図 63. 「新しいConfiguration Baseline」機能
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3. 名前を入力し、オプションとして基準の説明を入力します。 「次へ (Next)」を
クリックします。

4. 「アプリケーションと一般」リンクをクリックし、検証する構成項目を選択しま
す。

図 64. 「構成基準の作成」ウィザード
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「構成項目の選択」ウィンドウが表示されます。

図 65. 「アプリケーションと一般」リンク
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5. エンドポイントで検証する構成項目に対応するチェック・ボックスを選択し、
「OK」をクリックします。

選択された構成項目が「アプリケーションと一般」リンクの下に表示されます。

図 66. 「構成項目の選択」ウィンドウ
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6. 「完了」をクリックしてウィザードを終了します。

コレクションへの基準の割り当て
手順
1. SCCM コンソールで、新しい基準を右クリックして「コレクションに割り当て
る」を選択します。

図 67. 選択された構成項目が示された「アプリケーションと一般」リンク
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「Configuration Baselineの割り当てウィザード」が表示されます。

図 68. 「コレクションに割り当てる」機能

図 69. 「コレクションの選択」ウィンドウ
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2. 「コレクションの選択」ステップで、「参照」をクリックしてターゲットのクラ
イアント・コレクションを選択します。

3. 「次へ (Next)」をクリックします。

4. 基準の検証のスケジュールを選択します。単純なスケジュールを選択するか、カ
スタム・スケジュールを作成することができます。

5. 「完了」をクリックしてウィザードを終了します。

エンドポイントの基準の評価

図 70. 「スケジュールの設定」ウィンドウ
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このタスクについて

基準とその子の構成項目は、カスタム・スケジュールで自動評価されます。ただ
し、次のようにして前倒しで評価できます。

手順
1. エンドポイントが SCCM サーバー上で検出されるようにし、SCCM クライアン
ト・エージェントのインストールを済ませておきます。そのようにしなかった場
合、エンドポイントは SCCM サーバーから基準を受け取りません。

2. エンドポイントが 32 ビットの場合、「コントロール パネ
ル」->「Configuration Manager」と順に開きます。エンドポイントが 64 ビッ
トの場合は、「コントロール パネル」->「32 ビットのコントロール パネルの
項目の表示」->「Configuration Manager」と順に開きます。

「Configuration Manager のプロパティ」ウィンドウが開きます。

3. 「動作」タブで「コンピュータ ポリシーの取得および評価サイクル」をクリッ
クし、「動作の開始」をクリックします。ダイアログ・ボックスが表示され、ア
クションが開始されたことを通知してきます。「OK」をクリックします。

図 71. 「コントロール パネル」フォルダー内の Configuration Manager
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4. 数分後、「構成」タブの下に基準が表示されます。表示されない場合は「最新の
情報に更新」をクリックします。

図 72. アクションが開始されたことを示すダイアログ
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注: 数分経っても「Configuration Baseline」リストビューに基準が表示されない
場合は、SCCM クライアント・エージェントが以下のように SCCM コンソール
にあるかどうかを確認します。

図 73. 「構成」タブ
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5. 基準を選択して「評価」をクリックします。数分後、「評価」ボタンが再び有効
になったら、この基準を選択し、「レポートの表示」をクリックしてレポートを
確認できます。

図 74. SCCM クライアント・エージェントの状況
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「レポートの表示」をクリックして、評価レポートの表示を確認します。

評価レポートの表示
状態によっては、評価対象の設定値 (スクリプト) が値を返さない場合があります。

v エンドポイントに IMM モジュールがない。

v エンドポイントに IMM モジュールはあるが、評価対象の設定値がエンドポイン
トで見つからない。

v 正しくないユーザー ID とパスワードを使用して IMM モジュールに接続した。

v Asu.exe が v3.60 以上でない。

v 評価タイムアウト (5 分)。

注: 評価対象の設定値が値を返さない場合、SCCM クライアント・エージェントは
その設定値がエンドポイント上で非準拠であると見なし、その重大度レベルは
「Information」です。評価レポートは原因を指定できません。Windows イベント・
ビューアーのログを調べて、詳細を取得する必要があります。

図 75. 「レポートの表示」ボタンが有効になっている「構成」タブ
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図 76. 値を返さない評価対象の設定値

図 77. Windows イベント・ビューアーのログ
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ホーム・ページの概要作成の実行
手順
1. SCCM コンソールで、「必要な構成管理」を右クリックし、「ホーム ページの
概要作成の実行」を選択します。

2. 数分後、再び「必要な構成管理」を右クリックし、「最新の情報に更新」を選択
します。割り当てられた基準レポートがウィンドウに表示されます。

図 78. 「ホーム ページの概要作成の実行」機能
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3. 基準名のリンク・ラベルをクリックして、レポート・ビューを開くことができま
す。DCM のレポートについて詳しくは、http://technet.microsoft.com/en-us/library/

bb680430.aspx を参照してください。

注: SCCM コンソールは、レポートへのアクセスが使用可能に設定されている必
要があります。そうでない場合、SCCM コンソールでレポート・ビューを開くこ
とができません。

IBM Configuration Pack を SCCM 2012 コンソールに適用

DCM への構成データのインポート
手順
1. SCCM コンソールを開き、「Desired Configuration Management」を展開します。
構成ベースライン または構成項目を右クリックし、「構成データのインポー
ト」を選択します。

図 79. 基準レポート
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2. 「追加」をクリックして、エクスポートされた IBM Configuration Pack .cab フ
ァイルを選択します。

図 80. 構成のインポート・ウィンドウの機能
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3. 「IBM Configuration Pack」を選択し、「開く」をクリックしてインポートしま
す。

図 81. エクスポートされた IBM Configuration Pack .cab ファイルの追加
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4. 「パブリッシャーの検査 (Verify Publisher)」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。「はい」をクリックしてパブリッシャーのチェックをスキップします。

図 82. エクスポートされた .cab ファイルの選択
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5. 「次へ」をクリックして IBM Configuration Pack .cab ファイルをインポートし
ます。

図 83. 「パブリッシャーのチェックをスキップ (Skip Publisher Check)」ダイアログ・ボックス

80 System x IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 ユーザーズ・ガイド



6. 構成項目が IBM Configuration Pack ツリーに表示されます。 「次へ (Next)」を
クリックします。

図 84. 選択した .cab ファイルのインポート
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7. ウィザードのウィンドウに、構成データが正常にインポートされたことを示すメ
ッセージが表示されます。「閉じる」をクリックして、このウィザードを終了し
ます。

図 85. 構成データの確認
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8. 「構成項目」のノードを右クリックして、「最新の情報に更新」を選択します。
インポートした構成項目がウィンドウに表示されます。

図 86. 正常終了のウィンドウ
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注: インポートされた構成項目は「ロック」状況にある場合があります。このロ
ック状況は、以下の理由によるものです。

v 構成データが読み取り専用である。

v 構成データが SCCM コンソール管理者によって作成されたものではない。

構成項目のプロパティーの表示
手順
1. 構成項目をダブルクリックすると、そのプロパティーのダイアログが表示されま
す。「設定」タブの下で、IBM 設定コレクションは「設定」グループの下にあ
ります。

設定値の 1 つを任意に選択して、設定値の検証を表示できます。

図 87. 構成項目がインポートされた SCCM

84 System x IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 ユーザーズ・ガイド



2. 「検出方法」タブで、IBM Configuration Pack Editor は構成項目ごとに検出方法
を定義しています。この検出方法によって、エンドポイントに asu.exe が存在す
るかどうかがチェックされます。存在しない場合、その構成項目は「Not

Detected」状態を返し、子の Settings Group の検証は続行されなくなります。

図 88. 「設定」タブ
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基準の作成
このタスクについて

エンドポイントで検証するすべての構成項目が入っている基準を作成する必要があ
ります。

注: 構成項目を基準のないエンドポイントに割り当てることはできません。

手順
1. SCCM コンソールで「Desired Configuration Management」ノードを展開します。

図 89. 「検出方法」タブ
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2. 構成ベースラインを右クリックし、「新しいConfiguration Baseline」を選択しま
す。

「Configuration Baselineの作成ウィザード」が表示されます。

3. 名前を入力し、オプションとして基準の説明を入力します。「追加」をクリック
します。

図 90. 「Configuration Baselineの作成」機能
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4. 「構成項目」リンクをクリックして、検証する構成項目を選択します。

図 91. 「構成の追加 (Add Configuration)」ウィンドウ
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5. 「完了」をクリックしてウィザードを終了します。

コレクションへの基準の割り当て
手順
1. SCCM コンソールで、新しい基準を右クリックして「デプロイ」を選択します。

図 92. 「構成項目の追加」ウィンドウ
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「Configuration Baselineの割り当てウィザード」が表示されます。

図 93. 「コレクションにデプロイ (Deploy to a Collection)」機能
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注: 非準拠設定を修復したい場合は、「サポートされている場合は非準拠規則を
修復 (Remediate noncompliant rules when supported)」を選択してください。

2. 「コレクションの選択」ステップで、「参照」をクリックしてターゲットのクラ
イアント・コレクションを選択します。

3. 「OK」をクリックします。

図 94. 「構成ベースラインの割り当て (Assign Configuration Baseline)」機能
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エンドポイントの基準の評価
このタスクについて

基準とその子の構成項目は、カスタム・スケジュールで自動評価されます。ただ
し、次のようにして前倒しで評価できます。

手順
1. エンドポイントが SCCM サーバー上で検出されるようにし、SCCM クライアン
ト・エージェントのインストールを済ませておきます。そのようにしなかった場
合、エンドポイントは SCCM サーバーから基準を受け取りません。

2. エンドポイントが 32 ビットの場合、「コントロール パネ
ル」->「Configuration Manager」と順に開きます。エンドポイントが 64 ビッ
トの場合は、「コントロール パネル」->「32 ビットのコントロール パネルの
項目の表示」->「Configuration Manager」と順に開きます。

「Configuration Manager のプロパティ」ウィンドウが開きます。

3. 「動作」タブで「コンピュータ ポリシーの取得および評価サイクル」をクリッ
クし、「動作の開始」をクリックします。ダイアログ・ボックスが表示され、ア
クションが開始されたことを通知してきます。「OK」をクリックします。

図 95. 「コントロール パネル」フォルダー内の Configuration Manager
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4. 数分後、「構成」タブの下に基準が表示されます。表示されない場合は「最新の
情報に更新」をクリックします。

図 96. アクションが開始されたことを示すダイアログ
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5. 基準を選択して「評価」をクリックします。数分後、「評価」ボタンが再び有効
になったら、この基準を選択し、「レポートの表示」をクリックしてレポートを
確認できます。

図 97. 「構成」タブ
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「レポートの表示」をクリックして、評価レポートの表示を確認します。

図 98. 「レポートの表示」ボタンが有効になっている「構成」タブ
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評価レポートの表示
状態によっては、評価対象の設定値 (スクリプト) が値を返さない場合があります。

v エンドポイントに IMM モジュールがない。

v エンドポイントに IMM モジュールはあるが、評価対象の設定値がエンドポイン
トで見つからない。

v 正しくないユーザー ID とパスワードを使用して IMM モジュールに接続した。

v Asu.exe が v3.60 以上でない。

v 評価タイムアウト (5 分)。

注: 評価対象の設定値が値を返さない場合、SCCM クライアント・エージェントは
その設定値がエンドポイント上で非準拠であると見なし、その重大度レベルは
「Information」です。評価レポートは原因を指定できません。Windows イベント・
ビューアーのログを調べて、詳細を取得する必要があります。

図 99. 評価された結果の要約

図 100. Windows イベント・ビューアーのログ
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IBM Configuration Capture の実行
このタスクについて

IBM Configuration Capture は IBM サーバーから IMM/UEFI/UEFI (Romley プラッ
トフォーム) 設定値をキャプチャーし、キャプチャーした設定値を Configuration

Description XML ファイルにエクスポートすることができます。 IBM Configuration

Capture を開始するには、「スタート」メニューから IBM Configuration Capture の
ショートカットをクリックします。IBM Configuration Capture は、IBM

Configuration Pack がインストールされていないコンピューターでも、IBM

Configuration Capture の .exe ファイルをそれらのコンピューターにコピーすること
によって起動できます。

注: IBM Configuration Capture は License Entitlement をアクティブにしなくても起
動できます。

手順
1. IBM Configuration Capture の .exe ファイルをクリックして、ウィザードを起動
します。ウェルカム・ページが表示されます。

図 101. 修復された規則
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図 102. ウェルカム・ページ

図 103. ASU ファイルの選択
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2. 「Next」ボタンをクリックして「General Information」ページを表示します。
「General Information」ページにはローカル・コンピューターからの情報が自動
収集されます。

注: IMM アカウントがデフォルト・アカウントと異なる場合、ユーザーは
IMM/UEFI/UEFI (Romley プラットフォーム) モジュールにアクセスするために
正しいアカウントを入力する必要があります。例えば、デフォルトの IMM アカ
ウントが id:USERID、pwd:PASSW0RD だとします。しかし、ユーザーが IMM

アカウントを変更した場合、そのユーザーは変更したアカウントを「IMM

Account」テキスト・ボックスに入力する必要があります。

3. 「General Information」ページで「Next」ボタンをクリックします。IBM

Configuration Capture はローカル・コンピューターの IMM/UEFI/UEFI (Romley

プラットフォーム) 設定値の収集を開始します。

図 104. 「全般」ページ
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4. 数分後、IBM Configuration Capture による設定値の収集が完了します。「Select

Settings」ページが表示され、キャプチャーされた設定値がリストされます。ユー
ザーは、エクスポートする設定値を選択できます。

図 105. 情報の収集
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図 106. IMM 設定値

図 107. uEFI 設定値
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注: ローカル・コンピューターに IMM、UEFI、または UEFI (Romley プラット
フォーム) モジュールがない場合、または IMM Account が正しくない場合は、
キャプチャーが失敗することがあります。キャプチャーが失敗した場合は、
「Information」リンク・ボタンをクリックして詳細を表示できます。

図 108. UEFI (Romley プラットフォーム) 設定値
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5. 求める設定値を「Select Settings」ページから選択し、「Next」ボタンをクリック
します。 Configuration Description XML ファイルにエクスポートできる設定値
が「Export」ページにリストされます。

図 109. 「IMM Account」が正しくない
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6. 「Export Successfully Completed」ページが表示されます。

図 110. 「Export」ページ

図 111. エクスポートが正常に完了しました
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注: キャプチャーした Configuration Description ファイルを任意の IBM

Configuration Pack Editor にエクスポートして管理することができます。詳しく
は、 25ページの『構成項目の作成』を参照してください。

第 3 章 IBM Configuration Pack および Microsoft System Center Configuration Manager の操作 105



106 System x IBM Configuration Pack for Microsoft System Center Configuration Manager v4.5 ユーザーズ・ガイド



第 4 章 トラブルシューティング
v IBM Configuration Pack Editor の使用中に問題が起きた場合は、

InstallationFolder¥logs でログ情報を確認できます。このログ・フォルダーは
製品がアンインストールされた後に自動削除されます。

v エンドポイント上の IBM Configuration Pack の評価のログをエクスポートする場
合は、以下の手順を実行します。

1. 評価の後、「イベント ビューアー」を立ち上げます。

2. 「Windows ログ」ツリー・ビューを展開します。

3. 「アプリケーション」ノードを右クリックし、「イベントに名前を付けて保
存」をクリックします。

以下の方法を使用して、プロパティーが存在し、IMM アカウントが正しいかどう
かを確認することもできます。

– 次のようにして、特定の IMM/uEFI プロパティーを取得します。

asu.exe show propertyname

例: asu.exe show IMM.HTTPPort

– 次のようにして、特定の IMM/uEFI プロパティーをアカウントと一緒に取得し
ます。

asu.exe show propertyname --user UserID --password Password

例: asu.exe show IMM.HTTPPort --user admin --password esW2Ad

v Script で評価対象の設定値を取得できない場合、「Evaluation Report View」セク
ションに値は返されず、SCCM クライアント・エージェントはその評価対象の設
定値を非準拠と見なします。この評価対象の設定値の詳細は、Windows のアプリ
ケーション・ログから取得できます。アプリケーション・ログで使用される用語
とその説明を以下に示します。

– [Not Found ASU] – 特定の場所に ASU.exe がない

– [TargetOS] – 現行 OS のビット: 64 ビット/ 32 ビット

– [Found ASU] – ASU.exe の場所

– [Property] – 評価対象のプロパティーの名前

– [Set ACCOUNT] – ユーザーが IMM アカウントを IBM Configuration Pack

Editor で設定したかどうか

– [TimeOut] – 評価対象の設定値がタイムアウトかどうか

– [Return Code] – これは ASU.exe の戻りコードです。評価対象の設定値がある
場合、この戻りコードは 0 です。それ以外の場合、戻りコードは 0 より大き
くなります。ASU 戻りコードの詳細については、次の Web リンクを参照して
ください。http://www-947.ibm.com/support/entry/portal/docdisplay?lndocid=TOOL-

ASU

– [Error Output] – 評価対象の設定値が見つからない場合、[Error Output] に失敗
の理由が記録されます。
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– [Output] – 評価対象の設定値がある場合、[Output] に ASU.exe の検索結果が
記録されます。

v IBM Configuration Capture は、起動プロセスで System Driver の
IBM_Support¥DCM¥logs フォルダーにログ・ファイルを記録します。例えば、使
用しているシステム・ドライバーが C: の場合、ログ・ファイルは
C:¥IBM_Support¥DMC¥logs¥ フォルダーに記録されます。

v IBM Configuration Capture は、IBM サーバーからのすべての IMM/UEFI/UEFI

(Romley プラットフォーム) 設定値をキャプチャーできますが、キャプチャーさ
れた設定値の一部は IBM Configuration Pack Editor の共通設定リストに組み込ま
れない場合があります。 IBM Configuration Pack Editor は、それらの設定値をイ
ンポート後にリストできません。Editor はそれらの設定値の型を String 型と見な
します。

図 112 では、IMM.DuplexAutoDisable は IBM Configuration Pack Editor の共通設
定リストにないため、「説明」および「予測値」のコンボ・ボックス・フィール
ドは空になります。 IBM Configuration Pack Editor は、IMM.DuplexAutoDisable

の型を String 型と見なします。さまざまな型の詳細については、 15ページの表 1

を参照してください。

図 112. IBM Configuration Pack Editor - 「Setting Editor」ページ
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